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会員の購読料は会費に
含んでおります。

　県内２３商工会では、役職員一丸となって、小規模事業者

の経営課題に対し、寄り添って支援する伴走型支援の実施に

取り組んでいます。

　その中、商工会法施行５５周年記念表彰式典で小規模事業

者持続化補助金申請数上位商工会として北杜市商工会、河口

湖商工会、甲州市商工会、昭和町商工会の４商工会が県連会

長表彰を受賞されました。

　今回、４商工会を代表して河口湖商工会の取り組みを１０

ページの「商工会なう」で紹介します。

機関紙「商工会やまなし」は、地域で希望を胸に
行動する皆様を応援していきます

県内２３商工会で伴走型支援をめざして！！
  2ｐ	�商工会法施行５５周年記念表彰
		 式典・新年互礼会

  3〜  4ｐ
		 ��商工会法施行５５周年記念表彰受賞者名簿

5〜6ｐ
		 ��各種共済のお知らせ

7ｐ	�一歩夢向うへ／松村洋蘭㈱
8ｐ	�青年部経営セミナー・女性部交流研修会
9ｐ	�景況調査／なんでも相談／
		 アンケート／公正取引相談窓口

10ｐ	�商工会なう／
		 しあわせ調査員のクチコミ情報

河口湖商工会 伴走型支援の様子
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一
月
八
日
、
昭
和
町
の
ア
ピ
オ
に
お
い

て
県
連
並
び
に
県
下
商
工
会
主
催
の
商
工

会
法
施
行
五
十
五
周
年
記
念
表
彰
式
典
・

平
成
二
十
八
年
新
年
互
礼
会
が
開
催
さ

れ
、
商
工
会
関
係
者
ら
二
百
三
十
名
が
出

席
し
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
て
小
林
寛
樹
県
連
会

長
は
、
年
頭
に
あ
た
り
、『
連
携
と
協
働
』

を
目
標
に
あ
げ
、「
県
下
商
工
会
お
よ
び
県

連
は
、
企
業
・
行
政
・
関
係
支
援
機
関
と

今
ま
で
以
上
に
連
携
を
強
化
し
、
協
働
す

る
こ
と
に
よ
り
、
相
乗
的
に
支
援
機
能
を

向
上
さ
せ
、
中
小
・
小
規
模
企
業
の
持
続

的
な
発
展
と
地
方
創
生
の
中
心
的
役
割
を

担
う
」と
力
強
く
新
年
の
決
意
を
表
し
た
。

　

平
成
二
十
六
年
六
月
に
成
立
し
た
「
小

規
模
企
業
振
興
基
本
法
」
や
、
併
せ
て
改

正
さ
れ
た
「
小
規
模
支
援
法
」
の
理
念
に

の
っ
と
り
、
県
下
二
十
三
商
工
会
へ
の
支

援
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
各
商
工
会
と

の
連
携
を
一
層
強
化
し
、皆
様
に
頼
ら
れ
、

期
待
さ
れ
る
商
工
会
へ
邁
進
し
て
い
く
と

挨
拶
。

　

表
彰
式
典
で
は
、
商
工
会
の
運
営
に
尽

力
さ
れ
た
功
労
者
等
の
六
十
二
団
体
、
個

人
四
百
八
十
名
（
受
賞
者
は
三
面
、
四
面

に
掲
載
）
に
対
し
、
第
五
十
五
回
商
工
会

全
国
大
会
に
お
け
る
中
小
企
業
庁
長
官
、

全
国
連
会
長
か
ら
の
表
彰
並
び
に
関
東
経

済
産
業
局
長
、
山
梨
県
知
事
、
県
連
会
長

か
ら
の
表
彰
が
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
た
。

　

新
年
互
礼
会
で
は
、
後
藤
知
事
、
渡
辺

関
東
経
済
産
業
局
産
業
部
長
、
国
会
議
員

を
は
じ
め
と
す
る
来
賓
の
方
々
、
商
工
会

の
役
職
員
及
び
関
係
団
体
代
表
者
が
一
堂

に
会
し
た
。

　

新
年
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
り
、
出
席
者

一
堂
で
「
が
ん
ば
ろ
う
」
の
掛
け
声
で
、
こ

の
一
年
の
活
躍
を
誓
っ
た
。
ま
た
、
祝
宴
の

中
で
は
、
県
女
連
部
員
総
勢
二
十
四
名
に

よ
る
ス
コ
ッ
プ
三
味
線
と
甲
斐
の
踊
り
子

「
き
よ
し
の
ズ
ン
ド
コ
節
」
の
披
露
が
あ
り

祝
宴
に
華
を
添
え
、
表
彰
式
典
・
新
年
互

礼
会
は
盛
会
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
た
。

小林会長挨拶

県女連部員によるスコップ三味線と
甲斐の踊り子「きよしのズンドコ節」

新年の活躍を誓って
「がんばろう」の掛け声

祝辞を述べられる後藤知事

「
連
携
と
協
働
」に
よ
り
相
乗
的
な
支
援
機
能
の
向
上
を
決
意

商
工
会
法
施
行
五
十
五
周
年
記
念
表
彰
式
典
・
新
年
互
礼
会
を
開
催

豊富な
人材情報

全国ネットで
サービスを提供

きめ細かな
サービス

人材の紹介、従業員の方々の
新しい職場を紹介・あっせんします

28年の実績と信頼
インターネットで最新の人材情報をどうぞ http://www.sangyokoyo.or.jp/

甲府市丸の内2-14-13 ダイタビル2F

豊富な
人材情報

全国ネットで
サービスを提供

きめ細かな
サービス

経営者の皆様
従業員の方々の再就職のため、

委託訓練・講習会にて

円滑な労働移動を支援します

　本支援は、「日本再興戦略」の出向・移籍あっせん機
能強化策として、平成２６年度より実施しております。尚、
支援については、当センターに登録された方、限定です。
詳細は、お問い合わせください。
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◇
優
良
青
年
部

早
川
町
商
工
会
青
年
部
、
丹
波
山
村
商
工
会
青

年
部

◇
優
良
女
性
部

甲
州
市
商
工
会
女
性
部
、
丹
波
山
村
商
工
会
女

性
部

◇
女
性
部
功
労
者

河
野
勝
惠
（
山
梨
市
）、小
宮
山
ひ
ろ
み
（
北
杜
市
）

◇
優
良
商
工
会

富
士
川
町
商
工
会

◇
役
員
功
労
者

藤
原
久
雄
、
雨
宮
壽
彦
、
松
永
和
夫
、
前
嶋
泰
、

米
倉
仁
、古
屋
泰
仁
、村
田
浩
、神
宮
寺
英
樹（
山

梨
市
）、山
口
繁
、鯨
岡
廣
文
、小
俣
孝
、畠
山
哲
、

藤
田
邦
芳
、
箕
田
雅
友
、
小
林
浩
治
、
竹
田
忠
雄

（
大
月
市
）、新
津
正
彦
、小
宮
山
昭
、浅
野
伸
二
、

野
中
成
望
、
長
澤
よ
し
子
（
南
ア
ル
プ
ス
市
）、

田
中
武
雄
（
北
杜
市
）、
山
中
邦
雄
、
丹
沢
道
廣
、

上
野
敬
一
、
原
田
重
子
、
今
村
保
夫
、
古
旗
章
、
飯

沼
美
直
（
甲
斐
市
）、
古
屋
匡
三
、
土
屋
幸
三（
甲

州
市
）、
田
中
光
子
、
田
中
孝
弘
、
花
輪
勝
、
宮
川

勉
、中
山
良
仁
、原
田
哲
、石
川
隆
志
、網
倉
正
通
、

河
野
純
二
、
志
村
道
広
、
松
村
秀
人
、
青
木
通
、
有

田
譲
、
小
林
正
偉
（
中
央
市
）、
望
月
辰
男
（
早
川

町
）、
赤
池
宏
文
、
上
田
孝
二
、
矢
崎
崇
、
若
林
哲

司
、笠
井
辰
之
助
、福
與
三
郎
、河
住
功
、伊
藤
学
、

井
出
正
博
、田
中
一
泰
、依
田
武
司
、鴨
狩
ル
リ
コ
、

佐
野
壽
信
（
身
延
町
）、
飯
久
保
哲
雄
、
井
上
正
、

杉
田
淳
、
志
村
武
彦
、
矢
崎
正
人
（
富
士
川
町
）、

遠
藤
辰
男
、深
川
謹
一
、辻
和
夫
（
昭
和
町
）、松
井

武
朗
、
藤
原
義
孝
、
高
村
嘉
樹
、
渡
邉
孝
彦
、
湯
山

治
彦
、
川
口
一
郎
、
後
藤
照
義
、
大
森
秀
夫
、
長
田

徹
、
高
村
幸
雄
（
南
都
留
中
部
）、
外
川
誠
、
渡
邊

明
雄
、
小
佐
野
益
芳
、
井
出
總
一
、
渡
邉
文
人
（
河

口
湖
）、
木
下
浩
一（
丹
波
山
村
）

◇
優
良
青
年
部

中
央
市
商
工
会
青
年
部

◇
優
良
女
性
部

中
央
市
商
工
会
女
性
部

◇
青
年
部
功
労
者

望
月
大
輔
（
早
川
町
）

◇
女
性
部
功
労
者

長
澤
よ
し
子
（
南
ア
ル
プ
ス
市
）、
辺
見
佳
子
（
上

野
原
市
）、
河
内
晶
さ
子
（
南
都
留
中
部
）

◇
優
良
職
員

加
々
美
正
代
、
志
村
栄
子
、
大
久
保
千
秋
（
都
留

市
）、松
本
聡
、小
俣
京
子
（
大
月
市
）、遠
藤
浩
之
、

浅
川
光
子
（
韮
崎
市
）、
渡
辺
昇
、
浅
井
ゆ
か
り
、

寄
特
か
お
り
（
南
ア
ル
プ
ス
市
）、
小
松
辰
恵
、
船

山
好
美
、
田
中
い
づ
み
（
北
杜
市
）、
秋
山
順
二
、

近
藤
美
左
子
（
甲
斐
市
）、
古
屋
信
子
（
笛
吹
市
）、

高
橋
維
雄
、鈴
木
浩
史
、志
村
幸
子
（
上
野
原
市
）、

小
泉
圭
一
、
花
田
春
美
（
中
央
市
）、
植
松
眞
砂
美
、

赤
池
由
美
（
市
川
三
郷
町
）、
佐
野
登
美
子
（
早
川

町
）、
箭
本
友
紀
（
昭
和
町
）、
天
野
知
子
（
西
桂

町
）、
渡
辺
千
歳
（
南
都
留
中
部
）、
天
野
慎
二（
河

口
湖
）、
木
下
幸
恵
（
丹
波
山
村
）、
花
輪
厚
貴
、
大

久
保
貴
章
、
小
林
美
加
子
、
中
込
恵
子
、
岩
本
好

美
（
商
工
会
連
合
会
）

◇
優
良
商
工
会

中
央
市
商
工
会

◇
役
員
功
労
者

杉
本
光
男
、
萱
沼
國
男
、
荻
原
秀
祥
、
髙
部
駿
三
、

秦
好
雄
、
花
田

一
、
樋
口
秀
和
（
都
留
市
）、
大
宮

山
磐
、
卜
部
星
美
、
奥
山
満
彦
、
河
野
勝
惠
、
山
縣

勉
、
廣
瀬
一
哉
、
雨
宮
孝
、
奥
井
和
也
、
日
原
公
守

（
山
梨
市
）、
天
野
太
文
、
城
田
弘
一
、
増
倉
勝
広
、

和
田
好
光
、
天
野
博
宇
、
志
村
久
雄
、
服
部
雅
仁
、

藤
野
宏
、武
井
喜
久
子
、知
見
あ
き
江
（
大
月
市
）、

内
藤
久
夫
、
小
林
久
、
野
田
紳
一
、
西
野
賢
一
、
齋

藤
嗣
樹
、
岩
下
和
彦
、
内
藤
篤
、
佐
々
木
弘
勇
、
中

田
正
栄
、
島
津
英
子
（
韮
崎
市
）、
野
田
清
紀
、
小

林
一
二
三
、
金
子
実
、
長
谷
川
正
一
郎
、
清
水
実
、

㓛
刀
正
雄
、
小
池
正
夫
、
野
中
完
（
南
ア
ル
プ
ス

市
）、
中
山
宏
樹
、
三
井
一
公
、
千
野
秀
一
、
佐
野
政

利
、
小
宮
山
ひ
ろ
み
、
小
森
良
直
、
北
原
兵
庫
、
宮

沢
俊
彦
、㓛
刀
孝
夫
、
赤
坂
征
幸
（
北
杜
市
）、
中

村
己
喜
雄
、
相
原
忠
次
、
若
月
英
子
、
清
水
保
、
河

西
誠
、
山
下
武
文
、
清
水
仁
（
甲
斐
市
）、
小
澤
顕
、

岩
間
正
興
、
鶴
田
晃
、
荻
原
清
彦
、
名
取
俊
近
、
窪

田
達
夫
（
甲
州
市
）、
泉
重
雄
、
有
泉
昭
仁
、
塩
島

君
夫
、
中
沢
武
志
（
中
央
市
）、
遠
藤
武
四
、三
井

勇
、
小
林
憲
三
、
笠
井
辰
生
、
青
沼
克
久
、一
ノ
瀬

善
久
、
笠
井
義
春
（
市
川
三
郷
町
）、
保
坂
雅
美
、

米
山
久
志
、
望
月
敏
彦
、
望
月
千
昭
（
早
川
町
）、

望
月
幸
久
、
小
林
節
男
、
赤
池
朗
、
佐
野
文
秀
、
望

月
貞
彦
、
山
田
稔
（
身
延
町
）、
依
田
忠
、
秋
山
始
、

井
上
憲
治
、
小
澤
誠
、
神
田
雅
也
、
神
田
均
、
仙
洞

田
貢
、
中
込
勉
、
長
沢
健
、
和
田
康
、
中
澤
英
史
、

中
込
逸
郎
、青
柳
友
隆
（
富
士
川
町
）、畑
野
孝
夫
、

田
中
平
、
河
田
優
、
小
澤
勝
巳
、
井
口
和
則
、
清
水

和
彦
、藤
原
進
、河
西
昭
、島
田
信
義
、窪
田
正
樹
、

塩
澤
浩
、
秋
山
充
也
、
中
澤
正
志
（
昭
和
町
）、
前

田
憙
信
、
三
枝
柳
太
郎
、
高
尾
光
彦
、
仲
野
高
之
、

宮
下
和
正
、
三
枝
治
男
、
柏
木
正
、
重
田
克
也
（
西

桂
町
）、
天
野
勝
郎
、
小
池
儀
治
、
高
村
松
江
、
坂

本
和
秋
、
長
田
元
次
、
長
田
一
善
、
長
田
玄
吉
、
羽

田
廣
樹
、
石
倉
一
、
渡
邉
勝
彦
、
天
野
克
行
（
南
都

留
中
部
）、
小
林
利
雄
、
渡
辺
文
美
、
関
野
博
樹
、

渡
辺
昭
夫
、
半
田
幸
久
、
宮
下
一
広
、
高
田
稔
、
大

石
秀
世
、
堀
内
信
人
（
河
口
湖
）

◇
青
年
部
功
労
者

城
之
内
豪
（
都
留
市
）、
山
下
剛
、
丸
山
卓
志
、
米

倉
裕
司
、
中
村
岳
仁
（
山
梨
市
）、
天
野
修
（
大
月

市
）、
小
宮
山
栄
（
南
ア
ル
プ
ス
市
）、
長
谷
部
集

（
甲
斐
市
）、
前
島
郁
夫
（
笛
吹
市
）、
佐
藤
智
（
上

野
原
市
）、
遠
藤
昌
宏
（
中
央
市
）、
岸
本
克
彦
（
市

川
三
郷
町
）、
小
池
晃
司
、
畑
野
顕
（
身
延
町
）、
佐

野
敏
史
（
南
部
町
）、
神
田
雅
也
（
富
士
川
町
）、
飯

室
茂
雄
（
河
口
湖
）、
古
家
寿
光
（
小
菅
村
）

◇
女
性
部
功
労
者

小
高
洋
子
（
大
月
市
）、
島
津
英
子
（
韮
崎
市
）、
堀

内
知
恵
子
（
笛
吹
市
）、
小
川
勝
代
（
甲
州
市
）、
福

田
陽
子
（
中
央
市
）、
望
月
京
子
（
市
川
三
郷
町
）、

鴨
狩
ル
リ
子
（
身
延
町
）、
眞
保
昭
子
（
南
部
町
）、

大
木
花
子
（
富
士
川
町
）、
北
爪
房
子
（
昭
和
町
）、

鶴
田
み
さ
子
（
西
桂
町
）、
岡
部
清
子
（
小
菅
村
）、

守
屋
多
賀
子
（
丹
波
山
村
）

◇
優
良
職
員

菅
谷
泉
（
都
留
市
）、
丸
山
桂
子
、
千
本
ま
ゆ
み
、

笠
井
裕
子
（
山
梨
市
）、
小
林
明
子
（
韮
崎
市
）、
塩

谷
幸
恵
（
南
ア
ル
プ
ス
市
）、
小
野
秀
二
郎
、
秋
山

富
代
、
小
泉
早
織
（
北
杜
市
）、
平
山
光
一
郎
、
柊

澤
輝
美
、
清
水
綾
子
、
廣
瀬
八
華
（
甲
斐
市
）、
中

田
美
秀
、
坂
倉
良
子
、
古
屋
重
子
（
笛
吹
市
）、
内

田
真
由
美
（
甲
州
市
）、
梅
澤
久
美
子
、
青
栁
裕
美

（
中
央
市
）、
仙
洞
田
ま
り
子
（
市
川
三
郷
町
）、
望

月
信
幸
（
身
延
町
）、植
松
克
年
、深
沢
え
み
子
（
富

士
川
町
）、
小
林
初
音
（
西
桂
町
）、
後
藤
裕
子
（
南

都
留
中
部
）、
宮
下
め
ぐ
み
（
河
口
湖
）、
梶
原
崇

照
、円
城
寺
正
経
、
佐
野
佳
代
（
商
工
会
連
合
会
）

栄
え
の
受
賞
者
の
皆
様

（
敬
称
略
・
順
不
同
・
カ
ッ
コ
内
は
所
属
商
工
会
名
）

関
東
経
済
産
業
局
長
表
彰

山

梨

県

知

事

表

彰

山
梨
県
商
工
会
連
合
会
長
表
彰

商
工
会
法
施
行
五
十
五
周
年
記
念
表
彰

表彰状授与の様子
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◇
組
織
強
化
優
良
商
工
会

①
新
規
会
員
獲
得
数
上
位
商
工
会
【
獲
得
数
順
】

昭
和
町
商
工
会
、甲
斐
市
商
工
会
、
笛
吹
市
商
工
会

②
新
規
会
員
獲
得
率
上
位
商
工
会
【
獲
得
率
順
】

昭
和
町
商
工
会
、甲
斐
市
商
工
会
、
中
央
市
商
工
会

③
自
己
財
源
比
率
上
位
商
工
会
【
比
率
順
】

南
ア
ル
プ
ス
市
商
工
会
、
河
口
湖
商
工
会
、
甲
斐

市
商
工
会

◇
伴
走
型
支
援
優
良
商
工
会

①
専
門
家
派
遣
数
上
位
商
工
会
【
派
遣
数
順
】

西
桂
町
商
工
会
、
市
川
三
郷
町
商
工
会
、
山
梨
市

商
工
会

② 

小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
申
請
数
上
位

商
工
会
【
申
請
数
順
】

北
杜
市
商
工
会
、
河
口
湖
商
工
会
、
甲
州
市
商
工

会
、昭
和
町
商
工
会

◇
共
済
制
度
優
良
商
工
会
【
加
入
率
順
】

①
商
工
貯
蓄
共
済
優
良
商
工
会

早
川
町
商
工
会

②
全
国
商
工
会
会
員
福
祉
共
済
優
良
商
工
会

南
ア
ル
プ
ス
市
商
工
会
、
西
桂
町
商
工
会
、
大
月

市
商
工
会
、小
菅
村
商
工
会
、
上
野
原
市
商
工
会
、

都
留
市
商
工
会

③
特
定
退
職
金
共
済
優
良
商
工
会

早
川
町
商
工
会
、
市
川
三
郷
町
商
工
会
、
河
口
湖

商
工
会
、
南
ア
ル
プ
ス
市
商
工
会
、
韮
崎
市
商
工

会
、道
志
村
商
工
会
、富
士
川
町
商
工
会
、西
桂
町

商
工
会
、南
都
留
中
部
商
工
会
、北
杜
市
商
工
会

④
か
い
じ
共
済
優
良
商
工
会

南
都
留
中
部
商
工
会
、
笛
吹
市
商
工
会
、
南
部
町

商
工
会
、
上
野
原
市
商
工
会
、
道
志
村
商
工
会

⑤
自
動
車
共
済
優
良
商
工
会

丹
波
山
村
商
工
会
、
小
菅
村
商
工
会
、
大
月
市
商

工
会
、
北
杜
市
商
工
会
、
身
延
町
商
工
会
、
道
志

村
商
工
会
、
市
川
三
郷
町
商
工
会

◇
商
工
貯
蓄
共
済
大
口
加
入
事
業
所

㈲
フ
ァ
イ
ブ
ス
リ
ー
清
掃
、
田
中
光
夫
、
幡
野

み
ど
り
、
㈱
佐
藤
鋳
造
、
㈲
共
立
機
械
製
作
所
、

奥
秋
健
次
、
志
村
栄
一
（
都
留
市
）、
川
口
恭
世
、

津
野
茂
貴
（
山
梨
市
）、
シ
ラ
ト
リ
㈱
、
㈲
奈
良
製

作
所
、
㈱
小
俣
製
作
所
（
大
月
市
）、
㈱
内
藤
（
韮

崎
市
）、
市
川
博
彦
、
㈲
中
澤
、
白
根
運
送
㈱
、
長

谷
川
醸
造
㈱
、
㈲
カ
ー
セ
ン
タ
ー
小
宮
山
、
㈱
エ

コ
・
フ
カ
サ
ワ
、㈱
新
和
運
輸
、㈱
エ
ム
エ
ル
、ジ
ッ

ト
㈱
（
南
ア
ル
プ
ス
市
）、
㈱
木
次
商
事
、
㈲
ほ
く

と
夢
ポ
ケ
ッ
ト
、
中
村
博
男
、
輿
水
土
建
㈱
、
杉

山
孔
一
、
㈱
清
水
製
作
所
、
㈲
桝
田
屋
、
冨
士
泉

㈱
、㈲
良
工
房
、イ
ワ
シ
ョ
ー
㈱
、㈲
山
形
屋
重
工
、

北
原
兵
庫
（
北
杜
市
）、川
口
和
儀
、中
村
己
喜
雄
、

㈲
小
笠
原
電
気
工
業
、
㈱
Ｊ
Ｓ
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

（
甲
斐
市
）、
㈲
甲
斐
テ
ッ
ク
（
笛
吹
市
）、
㈲
八
木

製
作
所
、
㈱
プ
リ
モ（
上
野
原
市
）、
㈱
丸
富
（
市

川
三
郷
町
）、
㈲
白
根
館
、
早
川
開
発
㈱
、
望
月
キ

ヨ
イ
、
望
月
利
子
（
早
川
町
）、
身
延
総
合
設
備
㈱

（
身
延
町
）、
望
月
哲
郎
（
南
部
町
）、
富
士
サ
ン
ス

イ
㈱
（
西
桂
町
）、
髙
村
利
雄
（
南
都
留
中
部
）、
㈱

ア
ト
ラ
ス
測
量
、
㈱
協
和
生
コ
ン
、
㈱
河
口
湖
梱

包
流
通
、
㈱
湖
の
ホ
テ
ル
、
㈲
湖
南
堂
工
務
店
、

㈱
大
池
ホ
テ
ル
、
斎
藤
康
德
（
河
口
湖
）

◇
全
国
商
工
会
会
員
福
祉
共
済
大
口
加
入
事
業
所

富
士
新
幸
㈱
、
富
士
新
幸
九
州
㈲
（
都
留
市
）、
㈲

宝
家
（
大
月
市
）、
白
根
運
送
㈱
、
㈱
エ
コ
・
フ
カ

サ
ワ
、
㈲
丸
総
、
ア
ル
プ
ス
事
務
機
㈲
（
南
ア
ル

プ
ス
市
）、
㈲
Ｎ
Ｅ
Ｏ（
笛
吹
市
）、
市
川
リ
ー
ス
㈱

（
上
野
原
市
）、
舩
木
三
輝
男
（
小
菅
村
）

◇
特
定
退
職
金
共
済
大
口
加
入
事
業
所

中
村
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
㈱（
都
留
市
）、
㈱
大
月

陸
送
、㈱
小
林
電
機（
大
月
市
）、昭
和
産
業
㈱（
韮

崎
市
）、
白
根
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
南
ア
ル

プ
ス
市
）、
㈱
山
口
工
務
店
、
㈲
山
形
屋
重
工（
北

杜
市
）、
㈱
内
藤
製
作
所
、
疾
測
量
㈱（
甲
斐
市
）、

㈲
石
部
製
作
所
、
㈲
小
林
製
作
所（
甲
州
市
）、
㈲

金
丸
組（
中
央
市
）、
㈲
Ｋ
Ｓ
Ｇ
、
医
療
法
人
日
雄

会
高
橋
医
院（
市
川
三
郷
町
）、財
団
法
人
南
ア
ル

プ
ス
ふ
る
さ
と
活
性
化
財
団（
早
川
町
）、
富
沢
工

業
㈱
、
加
藤
建
設
㈱（
南
部
町
）、
㈱
ハ
ネ
ダ
化
学

（
南
都
留
中
部
）、㈱
湖
の
ホ
テ
ル
、㈲
タ
カ
ヤ
マ
造

園
、㈱
エ
ー
・
ピ
ー
・
エ
ス
、追
坂
観
光
㈲（
河
口
湖
）

◇
か
い
じ
共
済
大
口
加
入
事
業
所

根
津
自
動
車
工
業
㈱
（
山
梨
市
）、
シ
ラ
ト
リ
㈱
、

日
本
道
路
建
装
㈱
（
大
月
市
）、
三
階
屋
㈱
、
㈱
ア

シ
ス
ト
コ
ア
、
㈱
新
和
運
輸
（
南
ア
ル
プ
ス
市
）、

㈲
山
形
屋
重
工
、
㈲
エ
ム
エ
ム
テ
イ
、小
池
組
（
北

杜
市
）、
㈲
坂
本
鉄
工
、
㈱
サ
ワ
（
上
野
原
市
）、
勝

沼
醸
造
㈱
（
甲
州
市
）、近
藤
工
業
㈱
、㈱
熊
谷
組
、

㈱
フ
ジ
工
業
（
身
延
町
）、
㈱
昭
栄
精
機
（
昭
和

町
）、
山
本
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
（
南
都
留
中
部
）、
㈱

大
池
ホ
テ
ル
、
㈱
エ
ー
・
ピ
ー
・
エ
ス
（
河
口
湖
）、

㈲
木
下
造
林
（
小
菅
村
）

◇
自
動
車
共
済
大
口
加
入
事
業
所

㈲
牛
田
土
木
建
設
、
文
化
シ
ャ
ッ
タ
ー
山
梨
販
売

㈱
（
都
留
市
）、
㈱
平
井
製
作
所
、
小
俣
正
信
、
棚

本
郁
員
（
大
月
市
）、
㈱
ウ
ィ
ル
ピ
ー
ス
、
佐
野
政

仁
、
銭
丸
㈱
、
㈲
高
石
石
材
店
、
小
林
一
二
三（
南

ア
ル
プ
ス
市
）、峡
北
工
業
㈱
、㈲
マ
ツ
モ
ト
工
業
、

㈱
清
水
写
真
店
、
峡
北
建
設
㈱
、
白
倉
今
朝
美
、

浅
川
誠
、
㈱
坂
本
工
務
所
、
㈲
坂
本
建
設
、
輿
水

土
建
㈱
、
小
宮
山
工
業
㈱
、
清
里
建
設
㈲
（
北
杜

市
）、
㈲
ツ
ル
タ
、
㈲
牛
田
鉄
工
所
（
甲
斐
市
）、
㈱

山
梨
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
、
北
井
登
、
㈱
御
坂
農
園
、

矢
崎
良
彦
、
㈱
ミ
ナ
モ
ト
精
工（
笛
吹
市
）、
㈲
秋

山
設
備
（
甲
州
市
）、
飯
野
裕
典
（
中
央
市
）、
㈱
邦

文
堂
、
丸
山
正
文
（
市
川
三
郷
町
）、
望
月
雪
江
、

社
会
福
祉
法
人
早
川
町
社
会
福
祉
協
議
会
、
㈲

白
根
館
（
早
川
町
）、
森
田
忠
（
身
延
町
）、
神
田
建

設
㈱
（
富
士
川
町
）、
三
枝
治
男
（
西
桂
町
）、
㈲
木

下
造
林
（
小
菅
村
）、
山
梨
県
信
用
保
証
協
会
（
商

工
会
連
合
会
）

被表彰者代表による謝辞

山
梨
県
商
工
会
連
合
会
長
感
謝
状
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共
済
七
福
神

　今年も、確定申告の時期となりました。一年の経営実績をまとめるこの時期に、ご加入の保険内容を
把握し、ライフプランにあった加入内容に見直しませんか？　
　商工会の共済制度を活用すれば掛金の負担をグッと軽減できる可能性があります。ぜひ一度、保険
内容の確認をしてみてはいかがでしょうか。

《こんな方は是非ご相談を！》
　　★商工会の共済制度を活用して加入している掛金を減らしたい！
　　★必要な保障は残しながら、掛金の軽減を図りたい！
　　★保障内容（更新・満期時期）が分からない！
　　★商工会員しか加入できない共済で会員の特典を大いに利用したい！

相談をご希望の方はＦＡＸでご連絡ください！
◆共済説明ＦＡＸ連絡票

●ご連絡はお近くの商工会か商工会連合会　（ＦＡＸ０５５ー２３５ー６７５６）へ！
●商工貯蓄共済生命保険引受会社 ジブラルタ生命保険㈱のライフプランコンサルタントがお伺いします。

事業所名

住所

TEL FAX

ご連絡担当者様 所属商工会

現在加入中の保険・共済の内容は大丈夫？

保険の見直しは商工会の共済で

商工会の共済を組み合わせて、あなたにあった保障を実現！
その安心が商売繁盛を招きます。

商工会の共済を組み合わせて、あなたにあった保障を実現！
その安心が商売繁盛を招きます。

かいじ共済
病気、災害による死亡や傷害による入院
が保障され、病気入院、災害通院の見舞
金や結婚、出産の祝金制度もあります。

会員福祉共済
がん重点プラン

がんの保障に重点をおいたプラン
です。高血圧などの持病があっても
加入できるプランもあります。

商工貯蓄共済
医療特約型

入院と手術を保障。無事故の場
合は５年ごとに「無事故給付金」
を支給。
※商工貯蓄共済と併せての加入となり
ます。

会員福祉共済
傷害プラン

6～80歳（継続は85歳）ま
で加入出来る、死亡と治療の
補償を両立させた障害共済。
掛金は年齢、性別に関係なく
一律です。

会員福祉共済
生命保障プラン

割安な保険料と配当金が魅力。大型
の「生命」保障共済制度として、充分
な保障を確保することができます。

会員福祉共済
医療特約プラン
疾病による入院・通院を保障。
最高８０歳まで継続できます。
※会員福祉共済 傷害プランと併せての
加入となります。

商工貯蓄共済
貯蓄、低利な融資、生命・交通
事故傷害保険を組み合わせた
経営者のための共済制度です。
掛金は一口２０００円から！
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　「かいじ共済」の平成 26 年度の保険期間（平成 26 年
10 月１日から平成 27 年９月 30 日まで）の利益配当
金が確定いたしました。
　この利益配当金は 12 月 18 日にご契約者様の掛金引
落口座に振り込みました。

利益配当金　掛金800円につき１か月あたり168円
（配当率21.00%）

〈本年度の実績〉
１　純保険料	 	 32,113,232円

２　お支払いした保険金等
　　死亡保険金	 ８件	 12,600,000円
　　災害死亡保険金	 ０件	 0円
　　高度障害保険金	 ０件	 0円
　　障害給付金	 １件	 120,000円
　　災害入院給付金	 29件	 1,210,500円
　※災害通院見舞金	 48件	 587,500円
　※病気入院見舞金	 80件	 970,000円
　※結婚祝金	 40件	 400,000円
　※出産祝金	 104件	 1,050,000円
　　　合　　　計	 310件	 16,938,000円

※見舞金及び祝金は、山梨県商工会連合会独自の給付金制度です。

平成27年10月からリニューアルして
さらにパワーアップ！

①70歳６ヶ月までの方がご加入できます。
②	一年毎に収支決算を行い剰余金が生じた場合、契
約者配当金としてお返しします。

③	病気・災害による死亡から障害による入院まで、
業務上・外を問わず常に保障され、ご加入の手続
きも簡単です。

④	会社または事業主が、役員または従業員のために
負担する掛金は、全額損金または必要経費に算入
できます。その掛金は、役員または従業員の所得
税の対象にもなりません。

平成 26 年度

かいじ共済 利益配当金のおしらせ
かいじ共済は、山梨県
商工会連合会とアク
サ生命保険㈱が共同
開発した独自の共済
制度です。

制度の特色
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松
村
洋
蘭
㈱
専
務
の
松
村
利
彦
さ
ん
。
社

長
で
あ
る
兄
の
秀
彦
さ
ん
と
二
人
三
脚
で
父

か
ら
引
き
継
い
だ
稼
業
を
守
り
続
け
て
い
る
。

　

同
社
は
胡
蝶
蘭
の
栽
培
に
特
化
し
事
業
展

開
し
て
い
る
。
胡
蝶
蘭
と
言
え
ば
「
高
級
な
贈

り
物
」
の
代
名
詞
。
だ
が
近
年
は
そ
の
消
費
も

限
ら
れ
て
き
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
中
、
同
社

は
独
自
の
ア
イ
デ
ア
と
商
品
開
発
で
新
し
い

市
場
を
切
り
開
い
て
き
た
。

　

商
品
開
発
を
支
え
て
い
る
の
が
、
蘭
の
育

成
部
門
を
担
っ
て
い
る
松
村
専
務
。
若
き
頃
、

東
京
の
市
場
に
単
身
で
飛
び
込
み
、
蘭
の
育

成
方
法
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
じ
っ
く
り
と

学
ん
だ
経
験
が
活
き
て
い
る
。

　

「
い
つ
も
、
次
を
考
え
て
い
る
」
と
い
う
同

社
の
特
徴
的
な
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
に
「
胡

蝶
蘭
の
再
生
事
業
」
が
あ
る
。

　

開
花
が
終
わ
っ
た
胡
蝶
蘭
を
預
か
り
、
再

び
開
花
さ
せ
る
と
い
う
も
の
だ
。
ヒ
ン
ト
と

な
っ
た
の
は
贈
り
物
の
胡
蝶
蘭
を
再
び
咲
か

せ
た
い
と
い
う
顧
客
の
声
。
現
在
は
葬
儀
に

使
用
し
た
胡
蝶
蘭
を
一
周
忌
に
開
花
さ
せ
、
メ

モ
リ
ア
ル
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し
て
遺
族
に
届
け

て
い
る
。
美
し
い
花
と
と
も
に
故
人
が
家
族

の
も
と
に
戻
る
。
そ
ん
な
心
の
こ
も
っ
た
演
出

は
、
同
社
の
「
花
で
人
と
人
を
繋
げ
る
」
と
い

う
考
え
の
あ
ら
わ
れ
で
も
あ
る
。

　

ま
た
、
高
級
品
で
あ
る
胡
蝶
蘭
を
も
っ
と

身
近
な
も
の
に
感
じ
て
も
ら
お
う
と
、
全
国

に
先
駆
け
て
技
術
的
に
難
し
い
胡
蝶

蘭
の
小
型
化
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
な

ど
、
商
品
開
発
に
も
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　

小
型
化
に
よ
り
低
価
格
を
実
現
、

気
軽
に
買
え
る
胡
蝶
蘭
と
し
て
新

し
い
フ
ァ
ン
づ
く
り
に
繋
が
っ
て
い

る
。
加
え
て
「
か
わ
い
ら
し
さ
」
を
強

調
し
、
バ
レ
ン
タ
イ
ン
や
ホ
ワ
イ
ト

デ
イ
、
母
の
日
な
ど
季
節
の
イ
ベ
ン

ト
に
合
わ
せ
幅
広
く
ギ
フ
ト
市し
じ
ょ
う場

に

花
を
通
し
て
人
の
心
に
潤
い
を

顧
客
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
新
市
場
を
開
拓

松
村
洋
蘭
㈱
　
松
村
利
彦
さ
ん

（
中
央
市
商
工
会
）

提
案
で
き
る
の
も
利
点
だ
。

　

従
来
の
大
輪
の
胡
蝶
蘭
の
他
、
手
の
ひ
ら

胡
蝶
蘭「L

ia
n

（
リ
ア
ン
）」中
型
サ
イ
ズ
の「
ミ

デ
ィ
」
な
ど
様
々
な
サ
イ
ズ
で
顧
客
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
て
い
る
。
新
商
品
と
し
て
、
開
花
ま
で

に
た
っ
ぷ
り
と
時
間
を
か
け
た
「
熟
成
胡
蝶

蘭
」
も
商
品
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
に
加
わ
っ
た
。

　

胡
蝶
蘭
の
花
こ
と
ば
は
「
幸
せ
が
飛
ん
で

く
る
」。
花
の
名
の
ご
と
く
美
し
い
蝶
が
幸
せ

を
運
ん
で
く
る
の
だ
そ
う
だ
。

　

「
お
客
様
が
求
め
て
い
る
も
の
に
常
に
応
え

て
い
く
。
世
の
中
に
必
要
と
さ
れ
る
事
業
所
で

あ
り
た
い
」と
松
村
専
務
。
今
後
の
目
標
は「
花

を
通
じ
て
社
会
貢
献
を
し
て
い
く
」
こ
と
に
あ

る
そ
う
だ
。

　

こ
の
世
に
花
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら

何
と
味
気
な
い
世
の
中
だ
ろ
う
。こ
れ
か
ら
も

松
村
洋
蘭
㈱
は
、
花
と
幸
せ
を
人
々
に
運
ん

で
い
く
は
ず
だ
。

〒 409-3811　山梨県中央市極楽寺７０５
ＴＥＬ　０５５−２７３−２６５１
ＵＲＬ　 ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ.ｍ−ｙｏｕｒａｎ.ｃｏｍ

松村洋蘭株式会社

従業員の皆さんと。
笑顔で働ける、明るい職場づくりを最優先に
している。

今なら団体割引 20.0 ％!!

プレゼントに好評の手のひら胡
蝶蘭　Ｌｉａｎ（¥2000 ～ ¥3000）
ネットでも購入可
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青
年
部
連
合
会
（
前
島
郁
夫
会

長
）
は
、
昨
年
度
か
ら
青
年
部
員

を
中
心
と
し
た
若
手
の
経
営
者
・

後
継
者
の
方
を
対
象
に
、
経
営
に

関
す
る
様
々
な
テ
ー
マ
で
「
若
手

経
営
者
等
資
質
向
上
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
し
て
い
る
。

　

特
に
今
年
度
は
、
九
月
の
「
事

業
承
継
セ
ミ
ナ
ー
」（
女
性
部
共

同
開
催
・
全
二
回
）
に
始
ま
り
、

「
経
営
計
画
セ
ミ
ナ
ー
」（
全
三
回
）

「
組
織
活
性
化
セ
ミ
ナ
ー
」「
地
域

活
性
化
セ
ミ
ナ
ー
」
と
、
昨
年
度

の
四
回
か
ら
七
回
に
開
催
回
数
を

拡
充
。
テ
ー
マ
ご
と
に
全
国
で
活

躍
し
て
い
る
著
名
な
講
師
を
招
聘

し
、
経
営
セ
ミ
ナ
ー
に
は
じ
め
て

参
加
さ
れ
る
方
で
も
わ
か
り
や
す

く
説
明
し
て
い
た
だ
い
た
。
今
後

も
経
営
者
と
し
て
必
要
な
知
識
の

習
得
に
努
め
て
い
く
。

　

女
性
部
連
合
会（
原
田
重
子
会

長
）は
、
十
二
月
二
日
、
昭
和
町「
ア

ピ
オ
」に
お
い
て
、
平
成
二
十
七
年

度
商
工
会
女
性
部
交
流
研
修
会
を

開
催
し
、女
性
部
員
約
一
四
〇
名
が

参
加
し
た
。

　

第
一
部
の
、
県
内
各
ブ
ロ
ッ
ク

代
表
に
よ
る
主
張
発
表
大
会
で
は
、

中
央
市
商
工
会
女
性
部
の
福
田
陽

子
さ
ん
が
最
優
秀
賞
（
山
梨
県
知

事
賞
）を
受
賞
し
た
。
福
田
さ
ん
は
、

今
年
七
月
に
千
葉
県

で
開
催
さ
れ
る
関
東

大
会
に
、
山
梨
県
代

表
と
し
て
出
場
す
る
。

　

主
張
発
表
大
会
後
、

「
ス
イ
ー
ツ
に
よ
る
地

域
活
性
化
」
を
テ
ー

マ
に
、
鎧
塚
俊
彦
氏

に
よ
る
講
演
会
を
行

い
、
女
性
部
員
に
大

変
好
評
だ
っ
た
。

講演会の様子 発表の様子（福田陽子さん）

ゲーム形式取り入れた体験型研修も好評

熱心に講義を受ける青年部員の皆さん

女
性
部
連
合
会
『
交
流
研
修
会
』
を
開
催

本
県
代
表
に
福
田
陽
子
さ
ん（
中
央
市
）

青
年
部
連
合
会
「
経
営
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
（
全
７
回
）

『経営改善』に要する費用を補助します
○国では、金融支援を必要とする中小企業者が、認定支援機関の助けを得て経
営改善計画を策定する場合に、費用の3分の2を支援しています。

※認定支援機関：金融機関・公認会計士・税理士・中小企業診断士等の専門家
○当協会においても、事業者負担額の内、2分の1の費用補助を行います。

●補助限度額　　最大50万円 
●対象中小企業者
・利用申請時点で、当協会の信用保証利用がある方。
・認定支援機関による経営改善策定支援事業を利用し、自ら経営改善を図ろ
うとする方。

●取扱例：経営改善費用300万の場合
　　国：200万円　保証協会：50万円(限度額)　事業者負担額：50万円

※その他、詳細についてはお問い合わせください。

本　　　　店 甲府市飯田２-２-１（山梨県中小企業会館）
 TEL 055-235-9700　FAX 055-232-0160
 フリーダイヤル　0120-970-260
 URL：http://cgc-yamanashi.or.jp
 E-mail：shinpo-yamanashi@rondo.ocn.ne.jp
富士吉田支店 富士吉田市下吉田2-31-14
 TEL 0555-22-0992　FAX 0555-22-0921

無料金融・経営相談について
○当協会では、中小企業診断士・経営アドバイザーによる無料相
談窓口を実施しております。経営改善・設備投資計画・新規開
業などの経営に関するお悩みをお気軽にご相談ください。
※要予約(フリーダイヤル)

●相談日　原則として毎月第1・第3木曜日
●時　　間　16時～18時
●場　　所　本店：甲府市飯田2-2-1 中小企業会館1階
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経営・資金繰りなどでお困りの事はございませんか？
○法律、経営に関する相談	 【専門相談員】弁護士、中小企業診断士
○知的財産に関する相談	 【専門相談員】知的財産アドバイザー
○時　間	 午後１時３０分〜午後４時

今後の開催予定（お申し込みはお近くの商工会へ）

開　催　日 会　　　場

２月１６日（火） 河口湖商工会

３月１６日（水） 山梨県商工会連合会

「経営なんでも相談室」 開設の

お知らせ

機関紙「商工会やまなし」に関する
アンケートにご協力下さい。

山梨県商工会連合会機関紙

検索キーワード

機関紙「商工会やまなし」について商工会会員の
皆様からご意見・ご感想をお待ちしております。
今後の参考とさせていただきます。

＊アンケート回答サイト

中小企業景況調査

製造業

建設業

小売業

サービス業

上 昇

上 昇

上 昇 上 昇

表示
好　調 やや好調 普　通 やや不振 不　振

-18.9-19.0 -33.4

20.0～ 0.0～19.9 -0.1～-19.9 -20.0～-39.9 -40.0～Ｄ Ｉ

　この調査は、県内１９商工会地域の製造業、建設業、小売

業、サービス業の４業種１６５社を対象に、売上額や資金繰

りなど前期と比較しての状況や直面している経営上の問題点

など会員事業所の景気動向を把握するために四半期ごとに調

査し、集計値をＤＩ(※)で表している。

＝ 平成２7年10月～12月期 ＝
○製造業の売上額ＤＩは、前期マイナス24.4からマイナス
19.0に上昇した。

○建設業の完成工事額ＤＩは、前期マイナス24.0からマイナ
ス4.0に上昇した。

○小売業の売上額ＤＩは、前期マイナス38.0からマイナス
48.0に下降した。

○サービス業の売上額ＤＩは、前期マイナス43.4からマイナ
ス47.3に下降した。

《主な経営上の問題点》
需要の停滞（34.4%）、生産設備の不足・老朽化（25.0％）、原材
料価格の上昇（12.5％）

《売上額》 《採　算》 《資金繰り》

-28.3-48.0 -32.7
《主な経営上の問題点》
大型店・中型店の進出による競争の激化（22.4%）、購買力の他
地域への流出（22.4％）、需要の停滞（14.3％）

《売上額》 《採　算》 《資金繰り》

-12.0-4.0 -20.8
《主な経営上の問題点》
官公需要の停滞（21.7%）、請負単価の低下、上昇難（17.4%）、
民間需要の停滞（17.4％）

（※）ＤＩとは、ディフュージョン・インデックス（景気動向指数）の略で、各調査項目につ
いて「増加」・「好転」したなどとする企業割合から「減少」・「悪化」したなどとする
企業割合を差し引いた値のこと。

《完成工事額》 《採　算》 《資金繰り》

-47.3 -43.1 -38.0
《主な経営上の問題点》
需要の停滞（16.7％）、大企業の進出による競争の激化（14.6
％）、利用料金の低下、上昇難（12.5％）

《売上額》 《採　算》 《資金繰り》

下 降

下 降

下 降 下 降

上 昇下 降 下 降

横 這い

山 梨 支 店 甲 府 中 央 支 社
〒400-0858　山梨県甲府市相生1-4-23

電話：０５５－２３３－５１９１

ご相談は、お近くの商工会または
公正取引委員会事務総局

　Tel：03-3581-5481
（独占禁止法，下請法）

　Tel：03-3581-3379
（消費税転嫁対策特別措置法）

　県下商工会・山梨県
商工会連合会では、独
占禁止法、下請法及び
消費税転嫁対策特別
措置法に関するご相談
を受け付けています。
　内容、ご希望によ
り、公正取引委員会の
窓口を紹介します。

独占禁止法相談ネットワークの
ご利用をお待ちしています。
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　「
ワ
ッ
フ
ル
＆
カ
フ
ェ
　
ウ
ェ
ル
～all	is	w

ell

～
」
さ
ん
は
、
中
央
市
の
山
梨
大
学
医
学
部
附
属

病
院
の
近
く
に
昨
年
四
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
米
粉

ワ
ッ
フ
ル
の
専
門
店
で
す
。
娘
さ
ん
が
店
長
・
お

母
さ
ん
が
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
な
か
よ
し
親
子
二
人
で
営
業
し
て
い
ま
す
。

　
ウ
ェ
ル
さ
ん
で
は
お
客
様
か
ら
の
注
文
を
受
け
て
か
ら
一
枚
ず
つ
丁

寧
に
焼
き
上
げ
て
い
ま
す
。
国
内
産
の
米
粉
を
使
っ
て
練
り
上
げ
た
生
地

を
使
用
し
て
い
る
た
め
、
外
は
サ
ッ
ク
サ
ク
、
中
は
モ
ッ
チ
モ
チ
の
食
感

に
仕
上
げ
た
こ
だ
わ
り
の
絶
品
ワ
ッ
フ
ル
で
す
。一
〇
〇
％
米
粉
を
使
用

す
る
こ
と
に
よ
り
、
時
間
が
た
っ
て
も
食
感
は
そ
の
ま
ま
で
、
テ
イ
ク
ア

ウ
ト
も
可
能
で
す
。
ま
た
、
小
麦
ア
レ
ル
ギ
ー
の
方
も
安
心
し
て
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
一
番
人
気
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
、
ラ
ズ
ベ
リ
ー
を
添
え
た
「
ベ
リ
ー
」
を

は
じ
め
、
チ
ョ
コ
や
抹
茶
の
デ
ザ
ー
ト
ワ
ッ
フ
ル
か
ら
、
タ
マ
ゴ
や
ツ
ナ

の
「
日
替
わ
り
ラ
ン
チ
プ
レ
ー
ト
」（
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
）
と
い
っ
た
お
食
事

ワ
ッ
フ
ル
、
ま
た
冬
季
限
定
で
「
い
ち
ご
」、
バ
レ
ン
タ
イ
ン
限
定
の
「
い
ち

ご
チ
ョ
コ
」
な
ど
季
節
ご
と
の
さ
ま
ざ
ま
な
メ

ニ
ュ
ー
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
な
か
よ
し
親
子
二
人
の
あ
た
た
か
い
雰
囲
気

と
素
敵
な
イ
ン
テ
リ
ア
に
囲
ま
れ
た
中
で
、
お

い
し
い
ワ
ッ
フ
ル
を

食
べ
な
が
ら
心
地
よ

い
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

（
調
査
員
￥
・
Ａ
）

　
平
成
二
十
六
年
度
に
小
規
模
事

業
者
持
続
化
補
助
金
制
度
が
創
設

さ
れ
、
チ
ラ
シ
等
で
の
周
知
に
加

え
、
職
員
が
巡
回
や
窓
口
相
談
の
際

に
行
っ
た
声
掛
け
に
よ
り
会
員
事

業
所
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
補
助
金

事
業
の
利
用
を
促
進
し
て
き
た
。

　
こ
の
補
助
事
業
の
利
用
希
望
者

を
対
象
に
、
補
助
金
の
内
容
説
明
・

事
業
戦
略
の
立
案
、
申
請
書
作
成
の

実
習
な
ど
の
経
営
計
画
作
成
セ
ミ

ナ
ー
や
個
別
相
談
会
を
開
催
し
、
各

事
業
所
の
経
営
計
画
の
申
請
か
ら

実
施
報
告
の
作
成
、
そ
の
後
の
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
ま
で
を
職
員
及
び
専
門

家
に
よ
り
一
貫
し
て
行
っ
て
き
た
。

　
ま
た
、
当
商
工
会
で
は
「
行
き
ま

す
・
聞
き
ま
す
・
提
案
し
ま
す
」
の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
も
と
、
こ

れ
ま
で
会
員
事
業
所
に
対
す
る
提

案
型
支
援
と
会
員
事
業
所
に
寄
り

添
っ
た
伴
走
型
支
援
を
行
っ
て
き

た
が
、
こ
う
し
た
こ
と
が
補
助
金
申

請
件
数
の
多
さ
に
反
映
さ
れ
て
い

る
と
考
え
て
い
る
。

○ 

小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金

の
主
な
利
用
事
例

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
更
新
・
新
設

・
外
国
人
対
応
用
客
室
の
改
修

・
住
宅
販
売
見
学
会
開
催

・
外
国
人
免
税
対
応
シ
ス
テ
ム

・ 

ペ
ッ
ト
ホ
テ
ル
で
の
予
約
シ
ス
テ

ム
構
築

・ 

従
業
員
の
処
遇
改
善
と
新
規
雇
用

○ 

小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金

利
用
の
主
な
感
想

・ 

経
営
は
、
計
画
を
立
て
て
そ
れ
に

沿
っ
て
行
動
す
る
こ
と
の
大
切
さ

や
考
え
方
が
わ
か
っ
た
。

・ 

経
営
計
画
書
づ
く
り
を
す
る
な

か
で
、
経
営
に
対
し
前
向
き
に
考

え
る
よ
う
に
な
り
、
行
動
す
る
気

持
ち
も
湧
い
た
。

・ 

こ
れ
ま
で
や
り
た
か
っ
た
こ
と
が
、

補
助
金
の
活
用
で
実
現
で
き
た
。

・ 

機
器
等
の
導
入
に
よ
り
、
新
た
な

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
等
を
顧
客
に

提
供
で
き
た
。

・ 
売
上
増
や
新
規
顧
客
獲
得
な
ど

に
繋
が
っ
た
。

河口湖商工会

時代に即した
伴走型支援を実施

経営計画作成セミナー開催の様子

専門家による経営支援の様子

ク
チ
コ
ミ
情
報

ワッフル＆カフェ　ウェル ～all is well～

住　所：中央市下河東３０２６−１４
ＴＥＬ：０５５−２７８−６０６６
ランチタイム １０：００～１８：００
ディナータイム １８：００～（予約制）
定休日：不定休
※ ディナータイムではカフェメニュー以外も用意あり。
　貸切パーティが可能です。お問い合わせください。

　
河
口
湖
商
工
会
（
林
正
則
会
長
）

で
は
、
国
・
県
が
推
進
す
る
「
中
小

企
業
の
求
め
る
高
度
化
・
多
様
化

し
た
ニ
ー
ズ
へ
の
的
確
な
個
別
支

援
」
を
行
い
、「
信
頼
さ
れ
る
商
工

会
」
を
め
ざ
し
て
、
役
職
員
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
河
口
湖
商
工
会
が
位
置
す
る
富

士
河
口
湖
町
・
鳴
沢
村
地
域
は
、
も

と
も
と
観
光
地
と
し
て
の
知
名
度

が
高
く
、
富
士
山
の
世
界
遺
産
登
録

の
効
果
も
あ
り
外
国
人
観
光
客
が

増
え
続
け
て
い
る
。
　
　

　
ま
た
今
後
も
、
東
京
五
輪
開
催
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
や
ビ
ザ
緩
和

な
ど
、
観
光
客
が
増
え
る
要
因
が
多

く
あ
る
。

　
そ
の
中
で
、
経
営
改
善
普
及
事

業
の
継
続
的
支
援
に
加
え
て
、
小
規

模
企
業
の
「
新
た
な
取
り
込
み
」「
背

伸
び
を
し
た
目
標
設
定
」
な
ど
を
サ

ポ
ー
ト
し
、
個
々
の
事
業
所
の
経
営

支
援
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

しあわせ
調査員の
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